
さぬき市源内の改革プロジェクト関連事業

12月1日（日）　①15:10～　②15:40～
各回30分（開始時刻10分前までに集合）。

さぬき市志度874-1　「民泊對馬」内千鳥の間

各回 20名　　　　　 1,500円（グラスワイン2種、食材込み）

事前予約を優先します。残席があれば、当日参加も可。

月日

原宿カウンセリングセンター
所長として、DVや児童虐待の
現実を見つめてきた講師か
ら、子どもを救うために自分
ができることを学びます。

令和元年12月イベント
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12月1日（日）
15：00～20:00

さぬき市志度874-1
「民泊對馬」

さぬき市志度802
「旧さのや呉服店」

　さぬきワイナリーの新酒を地元さぬき
市で楽しもう！というイベント。
　普段の食事との相性が良い「さぬきワイ
ン」を気軽に楽しめるよう、今年解禁と
なった新酒をはじめ、選りすぐりのさぬき
ワインをグラスワインで販売し、地元食材
を使ったグルメマルシェを同時開催。
　なお、会場を盛り上げる民族楽器でのラ
イブ、子ども向けのバルーンアートやス
ノードームづくりなどのワークショップ
も開催されます。

　平成28年度からスタートしたさぬき市ならではの場所で、さぬき
市ならではの達人技や味を体験するワークショップ「遊学のススメ」。
　今回は、香川県産100%のブドウで作られる「さぬきワイン」を取
り上げます。
　ワインの定義を覆すマリアージュが楽しめる「さぬきワイン」と香
川の食材（オリーブハマチ、だし巻卵、骨付鳥など）を合わせて、自分
のお気に入りの組み合わせを見つけてみませんか。
　「さぬきワイナリー」の工場長から新酒にまつわるお話を聞きなが
ら、さぬきワインと地元食材の相性の良さを体験してください。

市内に在住・在勤・在学の方

1人2点まで（自作・未発表のものに限ります）

応募作品・住所・氏名(ふりがな)・電話番号を明記し
て郵便または電子メールで応募してください
•優秀作品は表彰します
•応募作品は市内各所で展示します

あなたの日常にある「あたりまえ」を切り取って自由な
発想で表現してください。
するどい視点の力作からちょっと笑える作品まで幅広
くお待ちしています。

【申】さぬき市友好翼の会
☎（090）7141-4114（宮本）

【問】男女共同参画・国際交流推進室
☎（087）894-1660

【問】さぬきワイン新酒まつり
Facebookページをご覧ください。

  ＊イベント情報については変更になる場合がありますのでご了承ください。

平賀源内記念館2階13:30～15:30

15日（日）

15日（日）

時間 イベント名 場所 問い合わせ先

平賀源内記念館
(087)894-1684

津田クロスカントリー
実行委員会
(0879)42-2202

津田の松原中央
管理事務所前 第51回津田クロスカントリー

第7期まんでがん源内塾【第7回】

開会式　8:40～
受付　小学生低学年・高学年
　　　8:00～8:30
　　　その他の部は
　　　　開始1時間前まで

男女共同参画につながる市民企画事業

「傷つく子どもを救うために」
～人とひとのつながりを大切にする地域づくり～

さぬきワイン新酒まつり

12月1日（日）
13：30～15：30

辛立文化センター

臨床心理士
信田さよ子さん

100名(先着順)

男女共同参画社会 川柳・俳句募集!
締 切
令和2年
2月28日

作品テーマ 「家事」

無  料
託児あり

【問・申】〒769-2195　さぬき市志度5385番地8
さぬき市男女共同参画・国際交流推進室
☎（087）894-1660
e-mail：danjokokusai@city.sanuki.lg.jp

遊学のススメ
「さぬきワイン フリーマリアージュ体験」

遊学のススメ
「さぬきワイン フリーマリアージュ体験」

さぬきワイン新酒まつりと同時開催！

【問】商工観光課　☎（087）894-1114
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さぬき市商工会では、経営環境の変化に柔軟に対応し高い経営力で事業を展開されている経営者等の話を聞き企業成長のためのヒントを得る
ことで、自社の経営と向き合い、リーダーシップ、マネジメント、イノベーションなど経営力向上を図ることを目的に、未来塾を開催します。

第５回未来塾　～経営力向上に向けて～　参加者募集
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月　日 会　場 講　師 講演テーマ　プロフィール

令和2年
2月14日（金）
15：00

～

16：30

サンマリエ
フジイ

11月26日（火）
15：00

～

16：30

「トランプ政権と日本経済の行方」
1952年アメリカアイダホ州生まれ。ブリガム・ヤング大学日本語学科卒業。
流暢な日本語を話し、テレビ画面をにぎわす異色のマルチタレント。テレビ「世界
まるごとHOWマッチ」の解答者としてお茶の間で広く知られる存在となる。
現在は、法律家、タレント、企業経営者として多忙な日々を送る。

「夢、目標にチャレンジ」～挑戦することの大切さ～
中・高時代に数々の全国大会を個人・団体戦で制覇。日体大進学後“平成の三四郎”
の異名をとり、バルセロナ五輪では金メダル、アトランタ五輪では銀メダルを獲得。
現在は、古賀塾塾長、IPU環太平洋大学体育学部体育学科教授、女子柔道部総
監督を務め、2014年全日本柔道女子強化委員に就任。

カリフォルニア州
弁護士

　ケント・
　ギルバート

バルセロナ五輪
柔道金メダリスト

　古賀　稔彦

【問・申】さぬき市商工会　本所　☎（087）894-3888　支所　☎（0879）43-2340受講料　2，000円／回・人　※右記までお電話でお申し込みください。
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